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検討している。研究 3 と研究 4 のあわせて 78 名の大学生参加者に，それぞれ研究 1








結果，聞き手の当事者性の条件ごとに固有な比喩表現を産出していた。研究 6 では 24
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第 4 章では，感情経験に関する比喩表現と字義表現の理解特性の差異を，Affect Grid




第 5 章では，話し手の想定する聞き手の当事者性の影響を検討するために，研究 5 で
は，参加者に，聞き手が当事者であることを想定して感情比喩を産出させ，それらを比
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